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Dioscorea aJata Lリintroduced from Indonesia

Kiyotake Ishihata, Kazunori Fukumura and Akira Nakazaki

緒　　喜

筆者らは, 1975年インドネシアよ916系統のヤムYam, Dioscorea alata L.,を導入し1),継代栽

培をつづけてきた｡それらの中から,粘性が強く,食用としての利用性が高いと思われる1系統が

得られた｡この系統は導入番号No.921>3)として扱っていたが,整理番号KaS-D-09 (Kagoshima

University, Selected number of Dioscorea)と改め,ソロヤムSolo yamの呼称で取扱うことに

した｡

本研究はソロヤムの植付け時期による収量の違いを知るために,催芽した種芋と無催芽の種芋と

を,植付け時期を異にして栽培し,収量への影響を検討し,植付け適期を明らかにしようとしたも

のである｡

材料および方法

実験は鹿児島大学農学部附属農場指宿植物試験場の圃場で1982年3月～11月に行った｡種芋は催

芽芋と無催芽芋を用いた｡

種芋は前年度収穫し,土中に貯蔵していたものから　50g-60gの子芋を選んで試験に供した｡

無催芽区では各植付け時期に,その都度貯蔵芋を掘り上げて使用した｡催芽区では3植付け試験

区ともに3月1日に一斉に貯蔵芋を掘り上げ, 4号ポリ鉢に慣行用土で植付け, 20oC-25oC温床

内で催芽させた｡

圃場の土壌は砂質壌土であり,施用した肥料は10a当りN:40kg, P205:30kg, K2O:35fe｡

栽培は地這い法で行った｡植付けは120×30cmの距離で, 3月20日, 4月10日, 4月30日の3回に

分けて行った｡処理は各区10個(秩)2反復とした｡

11月29日～30日に掘り取り,地下部の諸形質(芋数,芋全重,最大芋の重さ,縦径,横径,厚さ)

を調査した｡なお最大芋は縦径と横径の比率(舵/横径比)を算出し,芋の形の指数を求めた｡

結果および考察

栽培期間の月別気温,地下5cm, 10cmの地温,降水量および日照時間は第1表のとおりである｡
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第1表　栽培圃場の気象

Table 1. Climatic conditions of the planting-place during the experimental periods

rii^mm
Air temperature

M onth
最高　　　最低　　　平均

Max.　　Min.　　Ave.

地　　温

Soil temperature

降水量　　　　日照時間

jfeT 5 cm JftTIO cm Monthly Hours of

In depth In depth precipitation day light

of　5　cm of 10 cm

oC oC oC oC oC
3　月
March

4　月

April

5　月

May

6　月

June

7　月

July

8　月

August

9　月

September

l0　月
October

11　月
N ovember

18.6　　　　　9.2　　　14.0

22.2　　　11.6　　　16.7

25.5　　　16.1　　　21.1

27.9　　　19.0　　　　23.6

30.0　　　　23.5　　　　26.8

31.3　　　　23.8　　　　27.6

28.9　　　　20.9　　　　24.9

26.2　　　16.5　　　　21.3

21.0　　　13.6　　　17.3

13.2　　　　　　13.0

16.9　　　　　　16.4

22.6　　　　　　21.8

24.5　　　　　　23.8

27.1　　　　　26.5

28.1　　　　　27.6

25.6　　　　　　25.2

21.3　　　　　　21.2

17.4　　　　　17.4

msm　　　　　　　闇

165　　　　　　　　5.9

166　　　　　　　　7.2

248　　　　　　　　8.1

287　　　　　　　　7.1

432　　　　　　　　6.5

320　　　　　　　　　S.0

128　　　　　　　　6.8

61　　　　　　　6.8

175　　　　　　　　4.3

3月22日, 28日, 29日の日最低気温はそれぞれ6.5oC　6.rC　3.6oCまで低下し,催芽した茎の地上

部は寒害をうけ,初期の生育が著しく阻害された｡ 11月の日平均最低気温は13.6oCに下った｡ 11月

に降霜はなかったが,月末には地上部の生長は停止した状態になった｡降水量は毎月60mm以上あ

り,目立った乾燥害は認められなかった｡日日照時間は4月～10月は6.5-8.1時間内で,とくに5

月は8.1時間で最も長く,成熟期5'の11月は実験期間内で最も短い4.3時間であった｡

植付け時期別の収穫期における諸形質を第2表に示した｡催芽芋植付けの全量は各植付け時期の

間に有意差( 5%)が認められた｡催芽芋植付けの全量の最大は4月10日植付け788.5ォ　最小は4月

30日植付け472.0gであった｡一方,無催芽芋植付けの全量は,植付け時期の間に有意差は認めら

れなかったが,最大は植付け日の早い3月20日852.5｣で,最小は4月30日植付けの593.0#であっ

た｡芋数は催芽区および無催芽区ともに植付け時期間に,また各植付け時期における両処理間に有

意差は認められなかった｡しかし,無催芽区では植付け時期が遅れると芋数は少なくなる傾向がみ

られたが,催芽区ではこのような傾向はみられなかった｡催芽区の最大芋重は4月10日植付け

398.0 g, 3月20日植付け322.1 g, 4月30日植付け211.0 gであり,植付け時期間に有意差(5

が認められた｡このように,催芽区で3月20日植付けの全重および最大芋重が4月10日植付けのそ

れより小さいのは3月下旬の寒害の影響と思われた｡無催芽区の最大芋重では植付け時期間の有意

差は認められなかったが, 3月20日植付けの場合に最大459.0gで,植付けの早い場合ほど大きい

傾向が認められた｡各植付け時期における最大芋の縦径,横径に関しては,催芽区と無催芽区間に

･は有意差は認められなかった｡厚さは催芽区のみに有意差(5%)が認められ,最大は4月10日嘩

付けの6.7cm,最小は4月30日植付けの6.0cmであった｡
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ソロヤムの採集地,中部ジャワ地方の月平均気温は25.9｡C-27.8｡Cの間にあり2),気温は年間ほ

ぼ一定の高温地帯であるため,周年栽培が可能である｡一方,我国の中国地方では温度条件から4

月下旬が植付け適期4)とされており,それぞれの地域における植付け時期は温度による影響が大き

いと思われる｡

本実験では,全重,最大芋重ともに,催芽区では4月10日植付けが,無催芽区は3月20日植付け

の場合に大きい｡このことは,植付け後地上部が低温の影響をうける期間には植付けを回避すべき

ことを示唆している｡

催芽区および無催芽区のいずれについても植付け時期別の最大芋の形状の変動係数は植付け時期

が早いほど小さい傾向が認められた(第3表)｡このことは,形状の揃った芋の生産には早い時期の

植付けが好ましいことを示している｡

本実験の全量から10a当り仝重に換算すると1,307kg-2,361kgとなる｡これを他の産地,品種

のそれと直接的に比較することには問題はあろうが,ヤマトイモ黒皮種の10α当り全量(支柱栽培)

は1,362te-l,422kg6)であり,ソロヤムの全量は,ヤマトイモよりやや多いと思われた.また,芋

の形を縦径と横径の比でみると,催芽区では植付け時期による一定の傾向はみられないが,無催芽区

は3月20日植付け1.12, 4月30日植付け0.84と,植付け時期が遅くなるほど比率が小さくなった｡

これは,植付け時期が遅くなると芋は丸形,または縦短形になることを示す｡全量,最大芋重が最

大であった4月10日植付けの催芽区,あるいは3月20日植付けの無催芽区は,やや楕円形で,その

指数はそれぞれ1.ll, 1.12であった｡このような形が,ソロヤムの特徴的な形状を示すものと思わ

れた｡

摘　　要

インドネシアより導入したヤムSolo yam, Dioscorea alata L.の植付け時期が収量に及ぼす影響

を調査した｡種芋は催芽処理した芋と無催芽の芋を対比して, 1982年3月20日, 4月10日および4

月30日に植付けた｡結果は次のとおりである｡

1.催芽区は4月10日,無催芽区は3月20日植付けが,全量および最大芋ともに大きかった｡

2.各植付け時期における催芽区と無催芽区の諸形質間に統計的有意差は認められなかった｡

3.無催芽区は植付け時期が早いほど芋の形状の変異は小さい傾向が認められた｡しかし,催芽

区では一定の傾向は認められなかった｡
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Summary

To ascertain the effects of the planting-season on the yield of Solo yam, Dioscorea alata

L., introduced from Indonesia, some field investigations were carried out.

Some characteristics were compared concerning the seed tubers planted on March 20,

April 10 and April 30, 1982, respectively. The results obtained were summarized as follows:

1. In case of the sprouted seed-tuber plot, it was in the tubers planted on April 10,

and in that of the unsprouted seed-tuber plot, it was in the tubers planted on March 20,

that the maximum weight as well as the largest size were obtained.

2. Concerning the characteristics including the maximum weight and the largest size,

no significant difference was observed between the印routed and the unsprouted seed-tuber

plots through the respective planting-seasons.

3. In the unsprouted seed-tuber plot it was observed that the earlier was the planting

date the lesser was apt to be the variance in the size of the tuber;while in case of the

sprouted seed-tuber plot, no such tendency was to be observed.
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